
賃金ベース 額 月数 賃金ベース 額 月数

日立 301,600 1,266,720 4.20 日立HTIU 317,700 571,860  半期1.8

バブコック日立 272,543 1,128,000 4.10 八木アンテナ 275,188 3.40

日立工機 303,000 1,393,800 4.60 日立PDP 224,280 785,000 3.50

日立マクセル 275,888  半期1.5 日立金属 297,481 1,200,000 4.14

日立ビアメカニクス 278,785 1,129,080 4.05 日立化成工業 267,368 1,170,000 4.37

日立国際電気 289,725 1,200,697 4.10 日立エーアイシー 257,237 772,000 3.00

日立プラントテクノロジー 300,000 1,350,000 4.50 日立アイイー 266,609 1,066,437 4.00

日立建機 293,510 1,350,200 4.60 サイタ工業 215,546 400,000 半期 1.81

日立アプラインス 307,100 1,243,756 4.05 HES 304,304 1,268,948 4.17

日立ICS 289,800 1,246,140 4.30 日立物流 301,644 1,538,386 5.10

日立COM 305,800 1,391,000 4.55 日立粉末治金 259,101 972,000 3.75

日立メデイコ 275,741 1,209,936 4.38 日立ＩＭＤＸ 278,261 1,127,000 4.05

日立ライティング 276,000 883,200 3.20 日立ＥＳ 295,072 1,195,042 4.05

日立超エル 308,230 1,282,240 4.16 九州日立マクセル 255,529 3.95

日立RT 292,100 1,051,560 3.60 ＨＩＳＥＣ 287,110 11,191,506 4.15

日立産機 281,300 1,203,964 4.28 アキタ電子 261,203

日立DP 290,600 1,223,426 4.21 ＨＩＭＥＣ 259,771 1,067,659 4.11

日立電線 294,387 1,148,800 3.8+α 日立メディアエレ 264,282 898,559 3.40

東北電機 311,867 4.0+α 日立国際ＨＳ 262,885 1,090,493 4.10

日立ＳＫ - 1,350,000 - 日本サーボ 251,532 半期 1.5+α

日立ビルシステム 299,743 1,486,725 4.96 日立協和エンジニアリング 282,575 1,164,210 4.12

日立電子サービス 282,669 693,000 半期 2.5 日立原町電子工業 260,096 1,040,384 4.00

新神戸電機 256,010 日立空調ＳＥ 282,168 1,142,780 4.05

日立JTE 291,780 1,314,000 4.50 ＩＣＣ 286,300 1,145,200 4.00

日立SAS 268,000 1,317,191 4.74 ＲＰＳ 298,200 1,416,450 4.75

日立エイチ・ビー・エム 292,177 1,300,000 4.45 ＡＥパワー 298,550 1,253,910 4.20

日立コンピュータ 294,854 1,247,234 4.20 日立ハイテク 305,235 半期協定 前期比‐9.4%
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今春闘では、何よりも全労働者の「雇用も賃上げも」獲得する闘いが求められていまし
た。グローバリズムと株主優先へと大きくシフトした経営側の姿勢に対し、これまでの
「良き労使関係」をベースに「お願いをする」交渉では結果が出せないことが改めて明ら
かになりました。

電機連合は、過年度の物価上昇分に基づき、ベ

ア要求４５００円を久々に掲げました。しかしな

がら、ベア要求そのものを取り下げ、実質賃下げ

を受け入れるなど春闘史上にもない汚点を残す結

果になりました。

春闘最終段階で、「賃金体系維持」という「闘

争回避基準」（ハドメ）を決めましたが、大手組

合などがこれを満たしていないのにもかかわらず

実力行使を回避しました。その結果、日立グルー

プ連合は、ベアゼロ、賃金体系維持も半年凍結、

一時金も前年から大幅な減少となりました。

一方で日立は、「経営危機」と称して、大量の

派遣切り、社員へは早期退職、無給の休日（月１

回）、残業割増率の法定水準までの切り下げ、出

張手当の減額など、労働者に犠牲を強いる施策を

押し付けました。春闘でこれだけの賃下げや労働

条件の低下を受け入れたことはかつてありません。

日立懇

【日立グループ連合 ０９年春闘回答】（賃金は、全てベアゼロで賃金体系維持）



ど
う
な
っ
て
る
の
？

今
年
も
メ
ー
デ
ー
中
止

連
合
茨
城
の
常
陸
那
珂
地
協
の

メ
ー
デ
ー
が
昨
年
に
続
き
連
続
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
雨
の
天
気

予
報
と
は
言
え
早
々
と
前
日
に
中

止
決
定
。
非
正
規
労
働
者
の
大
量

雇
い
止
め
、
失
業
と
貧
困
、
格
差

の
広
が
り
。
一
時
金
切
り
下
げ
と

雇
用
不
安
、
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
正

規
労
働
者
に
も
吹
き
荒
れ
て
い
る

時
に
、
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と

権
利
を
守
る
闘
い
で
あ
る
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
と
伝
統
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
と
、
組
合
不
信
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
な
ん
で
五
月
一
日
じ
や

な
い
の
、
予
備
に
屋
内
会
場
の
準

備
ぐ
ら
い
出
来
な
い
の
、
と
の
声

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
日
立
工
機
）

企
業
と
し
て
根
本
的
な

何
か
が
欠
け
て
い
る
の
で
は

「
日
立
は
大
変
な
こ
と
し
ち
ゃ
っ

た
ね
」
と
近
所
の
人
た
ち
か
ら
言

わ
れ
ま
し
た
。
日
立
の
冷
蔵
庫
で

“
エ
コ
”
不
当
表
示
の
こ
と
で
す
。

「
７
千
億
円
の
赤
字
」
や
「
グ
ル
ー

プ
企
業
の
再
建
の
た
め
の
、
公
的

資
金
活
用
」
な
ど
、
最
近
、
日
立

は
何
か
と
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
は
身
近
な

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
省
エ
ネ
大

賞
受
賞
と
あ
っ
て
関
心
が
高
い
よ

う
で
す
。
会
社
は
「
日
立
ア
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
社
内
の
連
絡
の
不
備
に

よ
る
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
本
当
に
そ
う
な
の
か
」
と
い
う

指
摘
も
あ
り
ま
す
。
原
発
の
デ
ー

タ
改
ざ
ん
の
発
覚
も
あ
り
、
企
業

と
し
て
根
本
的
な
何
か
が
欠
け
て

い
る
の
で
は
。

（
情
制
シ
）

「時
短
取
組
日
」

派
遣
社
員
は
年
休

時
短
取
組
日
（
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

休
日
）
と
な
っ
た
４
月
17
日
、
派

遣
の
人
は
年
休
と
な
り
ま
し
た
。

派
遣
元
の
会
社
と
調
達
部
の
協
議

が
間
に
合
わ
ず
、
「
と
り
あ
え
ず

今
月
は
年
休
で
」
と
な
っ
た
よ
う

で
す
が
、
「
少
な
い
年
休
の
な
か

か
ら
お
盆
に
は
一
斉
年
休
で
、
今

回
も
年
休
。
自
由
に
使
え
る
年
休

が
ま
す
ま
す
少
な
く
な
っ
て
困
っ

ち
ゃ
う
」
と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

（
情
制
シ
）

20
㌧
の
重
り
が
落
下
！

日
本
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
変
圧
器
の
組

立
職
場
で
３
月
に
ク
レ
ー
ン
の
官

検
用
の
重
り
約
20
㌧
が
天
秤
釣
か

ら
落
下
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
幸
い
に
人
身
事
故
に
は
な
ら

ず
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。
ク
レ
ー

ン
経
験
者
は
「
自
分
が
運
転
し
て

下
に
人
が
い
た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ

と
し
た
」
と
気
を
引
き
締
め
て
い

ま
し
た
。
再
発
さ
せ
な
い
安
全
対

策
が
肝
心
で
す
。（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

あ
く
ま
で
会
社
主
導
の
再
雇
用

不
況
の
あ
お
り
を
受
け
て
か
、

再
雇
用
で
働
い
て
い
た
人
が
63
歳

で
雇
い
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
も
何

ら
か
の
か
た
ち
で
働
い
て
い
た
人

が
多
く
い
た
。
今
回
は
決
り
（
年

金
満
額
支
給
）
と
言
う
。
忙
し
い

時
は
い
つ
ま
で
も
、
暇
に
な
る
と

本
人
の
都
合
な
ど
考
え
な
い
で
、

決
り
を
盾
に
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
、

再
雇
用
者
は
穴
の
空
い
た
ポ
ジ
シ
ョ

ン
へ
配
置
換
え
に
、
こ
の
歳
で
辛

い
ね
。

（
日
立
協
和
）

な
ぜ
か
自
己
都
合
退
職

７
月
に
分
社
化
に
な
る
の
で
、

そ
の
前
に
、
身
軽
に
す
る
た
め
に
、

希
望
退
職
を
募
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
募
し
た
人
の
扱
い
は
、

自
己
都
合
退
職
扱
い
と
の
こ
と
で

す
。
会
社
都
合
だ
と
雇
用
保
険
も

す
ぐ
出
る
し
、
期
間
も
11
ヶ
月
分

で
す
。
し
か
し
、
自
己
都
合
で
は

５
ヶ
月
分
し
か
出
ま
せ
ん
。
お
ま

け
に
３
ヶ
月
の
待
機
期
間
が
あ
り

ま
す
。
会
社
は
６
ヶ
月
間
、
自
己

啓
発
（
職
探
し
）
と
し
て
手
当
て

を
支
給
し
ま
す
が
、
何
か
お
か
し

い
ね
。

（
旧
佐
和
工
場
）

確
定
拠
出
年
金
で

大
き
な
損
失

昨
年
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

銀
行
の
講
師
を
呼
ん
で
説
明
会
が

開
か
れ
た
。
講
師
は
分
散
投
資
を

推
奨
し
て
い
た
の
で
債
権
な
ど
に

投
資
先
を
変
え
た
人
も
い
た
と
思

い
ま
す
が
、
元
本
確
保
型
以
外
の

商
品
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ナ
ス
の

収
益
率
で
あ
っ
た
。
日
立
グ
ル
ー

プ
の
企
業
内
の
運
用
利
回
り
は
マ

イ
ナ
ス
４
・
43
％
で
、
マ
イ
ナ
ス

20
％
未
満
の
人
も
４
％
い
ま
す
。

確
定
拠
出
年
金
の
想
定
利
回
り

は
２
・
５
％
の
は
ず
で
し
た
。
こ

れ
で
は
退
職
後
に
受
け
と
る
年
金

は
減
る
ば
か
り
で
す
。
確
定
拠
出

年
金
制
度
そ
の
も
の
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

（
日
立
）


